
 1 

患者さんへ 

「当院における経尿道的内視鏡手術を施行した超高齢者に関する検討」 

についてのご説明 

（１）研究の背景 

近年高齢化が進行しており日常診療においても 90 歳以上の超高齢者を診察、

治療する機会が増加しています。しかし平均寿命を大きく超えた超高齢者につ

いて手術適応や安全性について一定の見解を得ていません。今回当科で手術を

おこなった超高齢者の方の特徴や合併症について検討を致します。 

 

（２）研究の目的 

 この研究の目的は、道東地域で手術を受けられた超高齢者の患者さんの特徴

や術後合併症を調べることにあります。 

 

（３）研究の方法・期間 

 この研究を行う際は、カルテより以下の情報を取得します。取得した情報を

分析し、経尿道的手術を受けられた患者さんの臨床的背景、治療方法と合併症

について検討を行います。。研究全体の期間は病院長承認日から 2023 年 12 月 31

日までの間です。 

 

〔取得する情報〕 

・一般項目：年齢、性別、介護保険使用、抗血栓薬使用、DM 有無、認知症有無、

尿培養 

・栄養項目： Body Mass Index(BMI)、アルブミン値、Controlling Nutrition 

Status(CONUT)スコア 

・サルコペニア項目：Psoas Muscle Index(PMI)、Intramuscular Adipose Tissue 

Content(IMAC) 

・ 術 前 リ ス ク 項 目 ： American Society of Anesthesiologist-Physical 

Status(ASA-PS)、Physiological and operative severity score for the 

enumeration of mortality and morbidity(POSSUM)スコア 

・術中項目：出血量、手術時間 

・術後項目：感染性合併症(30 日以内)、術後在院日数 

 

（４）本研究の対象となる人数 

 当科にて 2019 年 4 月から 2022 年 9 月までに当科で経尿道的手術を受けられ

た 75 歳以上を全て対象とします。観察研究であるため正確な対象人数の設定は

行っておりません。 
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（５）予想される利益および不利益となる事項について 

 予想される利益としては、高齢手術患者の全身状態や合併症の特徴が解明さ

れることで今後の治療に還元することができ、より安全かつ有効に治療を行う

ことが出来る様になります。予想される不利益は特にありません。 

 

（６）研究への参加ついて 

 この研究に参加したことによって患者さんに追加の費用負担は発生しません。

また患者さんに謝礼をお支払いすることもありません。研究の対象者となるこ

とを希望されない方又は研究対象者のご家族等の代理人の方は、事務局までご

連絡ください。 

ただし、あなたが研究参加を取りやめたいと思った時点で、既に、研究結果

が論文などに公表されている場合や、研究データの解析が終了している場合に

は、解析結果等からあなたに関するデータを取り除くことが出来ず、研究参加

を取りやめることが出来なくなります。 

 

（７）患者さんの費用負担について 

 患者さんの費用負担はありません。 

 

（８）患者さんの個人情報の保護について 

 研究結果は、集計・評価し、論文として医学会、雑誌等に発表する予定です

が、研究で得られた情報は、個人が特定できないように、患者さんのお名前で

はなく登録番号で管理しますので、個人情報は常に保護されます。 

 研究責任者は患者さんの情報や試料を保管するときは、情報等の漏洩、混交、

盗難、紛失等が起こらないよう必要な管理を行うとともに、医局内のキャビネ

ットに施錠した状態で保管します。また、研究責任者は研究に用いられる情報

等については、可能な限り長期間保管し、少なくとも、研究の終了について報

告した日から5年が経過した日までの期間適切に保管します。なお、廃棄する際

は、匿名化した個人情報の取り扱いに留意し破棄いたします。 

 

（９） 利益相反について 

 研究結果および結果の解釈に影響を及ぼすような利益相反はありません。 

 

（１０） 知的財産権 

 本試験の結果が特許権等の知的財産を生み出す場合がありますが、その場合

の知的財産権は研究者もしくは所属する研究機関に帰属します。 
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（１１）研究担当者、共同研究施設について 

研究担当者 

 研究責任者 鰐渕 敦（釧路赤十字病院泌尿器科 医師） 

 研究分担者 中島 祐輔（釧路赤十字病院泌尿器科 医師） 

 

（１２）相談窓口、担当医師について 

 この研究について知りたいことや、ご心配なことがありましたら、遠慮なく

担当医師等にご相談下さい。ご希望により臨床研究の独創性の確保に支障のな

い範囲内で本研究計画に関する資料の一部を閲覧することも可能です。 

 

釧路赤十字病院 泌尿器科 

 研究責任者 鰐渕 敦（釧路赤十字病院泌尿器科 医師） 

 研究分担者 中島 祐輔（釧路赤十字病院泌尿器科 医師） 

 

連絡先   電話0154-22-7171 


